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 奨学金制度に動きあり 
～評定平均４以上→月額３万円の給付型奨学金？利子なしの第一種奨学金の枠が広がる？～ 

  自由民主党の給付型奨学金に関するプロジェクトチームは１０月２５日、返還不要の給付型奨学金の制

度設計の原案をとりまとめた。構想によると、高校在籍中の成績が５段階評定で平均４以上を条件に、月

額３万円の給付案を軸に文部科学省の有識者チームと調整を進めているという。 

  日本の学費は世界的に見ても家計負担が極めて高いことで知られており、また貸与型奨学金を活用して

大学に進学・卒業した者の、返還できずに苦労している若者も多数存在している現実が社会問題として広

がっている。 

  政府はこうした状況を受けて、今年６月に閣議決定された「ニッポン一億総活躍プラン」の中に給付型

奨学金の創設を明記。これまで導入に向けて議論が重ねられてきた。この新しい給付型奨学金の創設の目

的は低所得世帯の支援にあり、生活保護世帯や住民税非課税世帯の生徒を対象として想定している。［中略］

新型奨学金の導入時期については、文科省は周知期間が必要として２０１８年度からの導入を目指してい

るが、自民党からは１７年度待望論が上がっており、給付型奨学金の創設については詳細も含めて今後の

動向に注視が必要だ。 

  一方、日本学生支援機構は１０月２８日、無利子奨学金の追加募集を開始した。［中略］これまで行われ

てきた低所得者世帯の生徒の成績基準による選考を自室的に撤廃し、必要とする全ての生徒が無利子奨学

金を受給できるようにしたもの。 

  経済的な理由により進学を断念しかけている生徒やその保護者にとっては、こうした無利子奨学金の活

用も併せて検討したい。         （「大學新聞 第１３７号」（大学新聞社、２０１６）を参考） 

  上記の記事のように、今後、進路に対する公的な援助も拡大することが予想されます。冬休み中は

家庭でじっくりと相談するチャンスです。 

  

 

                                    

 

 

～ 真 路 を 探 究 す る ～ 

 

 １２月２１日（水）に「洋服の青山」小樽運河支店の杉本様、泉谷様を講師として招き、「着こなし講座」を

実施しました。３年生は来年の 4 月から社会人としてスーツを着ることになります。ビジネスマナーとして相

手に不快な思いをさせないためのスーツの「着こなし」はとても重要なことです。 

   

男子からは水木くん、伊藤くん    女子からは後藤さん、石川さん     ネクタイの付け方を実践 

「おしゃれ」と「身だしなみ」は違う事を学びました。TPO（時間・場所・場合）に合う服装を心掛けま

しょう。また、皆さんもこの際に、スーツだけでなく、学校の制服の「着こなし」についても今一度考えてみ

てはどうでしょうか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

【就職】 

農業（自営）、青葉のまち、日本郵便株式会社（北海道支社）、中華レストラン広州屋台、有限会社キダ、

有限会社ありんこ、カワバタ歯科、いこいの湯宿いろは、株式会社ニセコロードサービス、株式会社ビク

トリア観光、株式会社サンジェルマン、ほくろう福祉協会、アートコーポレーション株式会社 

 

【進学】 

藤女子大学、札幌大学女子短期大学、 

札幌スポーツ&メディカル専門学校、北海道医薬専門学校（医療事務学科） 

 

卒業生講話～先輩のカッコイイ姿から将来をイメージする～ 

１２月２日（金）５・６時間目に「卒業生講話」を実施しました。昨年度卒業した丸山浩

希先輩（藤井工務店）・花岡優雅先輩（自衛隊）・田村一成先輩（北海道警察）（ビデオ出演）・

織笠大貴先輩（経専北海道観光専門学校）・渡辺汐海先輩（経専医療事務薬業専門学校）そ

して佐藤万優先輩（４年生）がそれぞれの立場から進路についての貴重な話をしてもらいま

した。    

「高校と違うところは、ミスをしたら全て自分の責任」「専門学校に入ってから感じたが、

ニセコ高校の面接指導はピカイチ。先生方にたくさん指導してもらった方が良い」「最初は

『英語全然話せないね』と言われていたが、猛練習をして話せるようになってくると『上手

になった』と褒められ自信になった。４年生に進学した意味が分かった気がした」など、外

部の進路講師からはなかなか聴くことが出来ない、ニセコ高校の卒業生ならではの体験談が

語られました。共通して話していたのは「進路活動は早めに計画を立てて始めた方が良い」

ということです。各学年メモを取る生徒も多く、自分のこととしてしっかりと聴いていまし

た。今後の進路活動に活かして欲しいと思います。 


